
Ⅰ．M&Aにおける財務DDの目的と効果
　・財務DDとは？
　・財務DDの目的
　・財務DDの全体像（業務フローと留意点）
　・財務DD報告書の全体構成（※サンプル提示）
　・財務DDで活用できる資料（※サンプル提示）
　・財務DDの効果

Ⅱ．DDの具体的実施手続
　・基礎情報の調査・分析
　・貸借対照表の調査・分析
　・損益計算書の調査・分析
　・キャッシュフローの調査・分析
　・事業計画の調査・分析

Ⅲ．スキーム別、業種別の財務DDの　　
ポイント

　・スキーム別DD実施時のポイント
　・業種別DD実施時のポイント

Ⅳ．中小企業を対象とする財務DDの　　
ポイント

　・中小零細企業の簡便的な財務DDとは？
　・オーナー企業における留意点

Ⅴ．財務DDで問題が生じた場合の対処法
　・ストラクチャリング（スキーム策定）への　

影響←リスクを軽減させる方法
　・バリュエーション（価値評価）への影響←リ

スク項目が評価に影響
　・M&A契約の工夫（表明保証条項、アーンアウ

トなど）
　・M&A戦略の変更（買収とりやめ）

Ⅵ．財務DD以外のDD
　・法務DD
　・人事労務DD
　・その他

《主なセミナー内容》

当日のご参加にあたり、事前にご検討ください。事前検討
※事前検討は、参加者の皆さまの講義の理解度を深めていただくために実施するものです。個別解答の返却や、参加者に
よる当日の発表などは行いません。予めご了承ください。

事例1：顧問先の社長がM&Aによる土木工事業の取得を考えており、財務DDを依頼されました。対象会社の資本関係及び
過去の決算書は以下のとおりですが、何に着眼してDDを進めますか？

事例2：顧問先の社長が経営不振の小売業の入札への参加を考えており、財務DDを依頼されました。案件概要は以下のとお
りですが何に着眼してDDを進めますか？取得店舗、取得価格、取得スキームを入札時に意向表明することを求めら
れています。

～「財務DD報告書」作成実務のポイントを実際の財務DD報告書をもとに解説‼～

「財務デューデリジェンス報告書」
作成実務講座

【案件概要】
・対象会社は土木工事請負業だが副業もあり
・子会社は運送業及び建設資材のレンタル業
・X社は太陽光発電事業であるが譲渡対象外
・今般、売手社長逝去によりM&Aを検討
・スキームは100％株式買収
・希望売却価格は6億円

社長一族

対象会社 X 社
（譲渡対象外）

子会社

100%

100%

100%

損益計画書の推移 （単位：千円）（単位：千円）貸借対照表

【案件概要】
・対象会社は小売業を営み関東圏に店舗を30店舗程度経営している
・子会社は卸会社であり、対象会社に製品を納入
・売上は年々減少傾向にあり、赤字が継続。
・今般、創業社長が引退と事業譲渡を決断。入札により相手先を選定
・スキームは事業譲渡を想定するが、譲渡対象店舗も含めて入札

社長一族

対象会社

子会社

100%

51%49%

※ 上記は予定のものも含まれます。変更となる場合もありますので、予めご了承ください。


